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芦術に靭内あよう区 -大 家族の体明にするここでおも・私は前にこのマ／号一

実さこの 1号という呼もだい立セクト的ほ惑，かして源＼＼ねのビが一に L牛山

万里 1 と登し し東亜同文書院孝主に対する筒窓生 の親名も 知なぬ琺劫の玩況

セ短く記介し、わが王政把理固定も倭進さ引きエげ乞もぷうお庖いしたことか

ぁる＾今ゃ誘発はその頭の勾思悟も切迫したのであ・なこの呉侭貶どしては

まず詞をおいても昭和／乙年 地 理栄科の章誤南始泌栄、忘師祁 旧市□弥

-til欠学 、文玄貿の区捌＼かくすべての茉葉庄を含んピ五十者眼の名烹芯収る こ

とであゐ＿釦かいこ乙亡‘か‘この目的のた尻＼：：：白苓業耳文や出斎涛屯Il込本人忍

のあ とに猜寸る亡‘けで分預の将環）こする：：どはをヴにい， 叉坑｀厄等社会的発

言力に定 して主耳目日丸よ耳令区入れるこども ．妃束の名窃の型と取って麻

怒かつ おもしろいであらう． 孝に内）こい如岡 ，岡山 ．渡辺光．条々知主なと．．

汁i立き 初からの克生の要翌も扱党 ＜．外に 立毅前 の同危圧の 切底ゐ埋苺芥

茎：り者が あゐ 、この戎&途<ず‘ 蒻浣ml＼もく ． ガを曲迂ー（，正＼こ 一石乏皇

のくご0)吸要が1要茎芯 享急に実現 したい ものてある

ごの和！、こ習き たい迎理営的桔m蛭やわが虹理学会痰に茎む革頭も少くはい

D'江返(J)-:::::こ点酪急中の咤急帝と考え あえて乱文さ記す森`べ fこ択てあゐ2
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昨春 梵据ある法双大孝文営郡捉捏喀料の 一頑 てゐこと芯肝されてから ，

丁哀―！「耳 • 'tf. 系の不 敗）•こ加えて十早の空もと将町＼．その）＼ンデ4 ギマ、、）

ブきいがにして償うか't:.'睛 i)甚思い 惑＼＼ ＼＼ k）が翌点授中-(.その已 その

曰を迭つてさて払てす..-年(1)液怨凶ももちん，角力てい久ぶ募里の連詑で

い弐さ わ潤んでも釈り歪迂ず 切筒の営主 未沐版も湮＼＼気将ちでお（） 拳し 1こ

どこわ 尼 l＼かげす＇杖岡克生のお痣て'.釆早蔭（つま（）本耳蔑うから，さら

に歿要として勁帝す べき由 ，喀夜き痢て深江されたと界つて，名毎＼こ衣玖す

和 こ前 に 蒼仕の重大さを名威せ さ＇るとえ弐ぜん<・しにもとぶり／応の級

迎苓にすき な`い払です。あ釘）に音社＆お戎しす：：：るのも ，かえつて ，花所

かうみら爪Tこわおかしねものかと思いぎす し＼苓さ ら申すまでも裕'< 本孝

笈浬営祉 l苓その苦 tいつて も払の知る夜()'＼＼叙かわ乙 0 耳余耳前です

が、当帝孜の弐だ少底かつ Tこ払茸の迎距玄社どして、すで＇に東稀に名と点てて

l¥ f::¥＼と思い立す、 実寮 ，そこ）こ笑 ゐ人々の芝乱 に おいて、その合理的前逢

約味色 I~ . 宮芸 に朔件すわことのできない老々しいぎ位鉗味、となっ てい立し「こ ．
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言立のおる大学の炎理率率・文の学生か‘r広衷の誤楽を古き「こい j'cいつたと

いう営を 叫こ しfこて ともあつ fこ祗と．です ・名 くの吏主方の姦かで'-野口 ，田

中餘浜光主な樽しくも杞界されてこ 'Cl~田也 、 惹久くみ 弐す と ， 本営斑理営奇

の陣答点 、その当時の埒色を さらに戻って如＼互 いようでか もちちんか

つての莉進党芳も、いまやぷうやく谷遭 lJ‘｀しイ（？）の項竺さかこf:;..'方しも中堅

碩遂と応られ亡ふうてすか｀・℃凩溢肉楳の外就のくと，ての頭速の同沫ば さ

らに若々しーさを失われてい底いと二ちか ー食と紋ぃ ：：： えを罠せて おrう Aしも

ので＼よありぎす菜 いかさらに 今 Ei{/)法攻迂捏宰科は い弐や攻望の妥老

こしなら分した所先望 の賓こくらへ.--('虚んウ逐色とみ加＼和呟の若牛かくつ

わを並べ＇ておられゐのてず 払硲と点しェ迂ん r 祐木も山 (f) i~ きわ t\ Jで花

なと白愛 し、 もうヅし咲芯 逝斉で 箔克望 坊同営の荻厨こ甘え底かウ ．広

菜ゐか竺（）のお手怯定すもご℃がて｀竺加ぷ それで よ いのだ と君久 シこいな茨

ヤで：すン叱乱につ汀ても 望紫営窓芯誤立つて い含 社会 の各方面に芭哀i迂

られつ＼あな、玄衷:;::tJ担学料出身の怨冗 lこば この際応か 0今俊の御女苫さお

町＼しそ 止み、各比ん ｀払 ば r 痣衷—早生Jであ（） 菜 す の て ． ＼呑と人との方て のお
毛前もあ鯰も虹llヽ)弐 <んo・： これから iよせ‘も視しくら鹿 し＼ l菜ずグ 本耳立学

祁の釣入，こ加えて ．大営吃もX/凹のギ棠王足世に翠 ）まし 亡がそのうらえ

も弐ぐば r客主見 、‘ノ 全です。こ が五うの対人に ついて ｀拷＼克の克揖とし ての各

忘器＆ ，弘からもお匝いしておさ弐す と 向もな く日 本迂理溶会 の，，？ ＄ヽ 耳．

痩忠会な?Jも 1こ巷芽翌朗火会が 、筍装 の吾も戻迂やらぬ本営 の夜合で 即 D 9̀Aし

ぷうとしており式す，

佑営の）いこ斎久ゐ 席兄の‘ヽ＇ ごの成会に 蓉つ て大公 1こ参加さ）lしもごとご刻埒

し瓜がら 、政文＆草し く 私の皮汎土のご．、あいさつと裟します, (Iグ＄¢ ダ 11)
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